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技術は社会実装されてこそ価値を生み出します。

TSC では、 グローバルかつ多様な視点で、 技術 ・ 産業 ・ 政策動向を分析するとともに、

対象技術による価値創出を実現するシナリオを導き出しています。
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産業技術力の強化

エネルギー ・ 地球環境問題の解決

海外技術情報分野 マクロ分析分野
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技術戦略研究センター（Technology Strategy Center : TSC）は、
－ �NEDOのミッションである『エネルギー・地球環境問題の解決』及び『産業技術力の強化』の実現に向けた技術開発推進

に貢献するために設立された技術戦略研究機関です。

－ �TSCは、グローバルかつ多様な視点で、技術・産業・政策動向を把握・分析し、技術シーズと社会課題に関する洞察力を

発揮しつつ、技術戦略等の提言及びその実現に向けた取組みを行うことで、持続可能なより良い社会創りを牽引します。

NEDO事業に関連する海外公的機関の最新情報の

概要を纏めた「海外技術情報」「海外技術レポート」

を定期的に発信しております。

また、2020年6月の「コロナ禍後の社会変化と期待

されるイノベーション像」の公表を皮切りに、資源分

野、デジタル・宇宙・食料分野において、今後重要

になるであろう世界的な検討課題を提起する「ウク

ライナ・ロシアレポート」 の公表など、15件（2022年

12月現在）の「TSC調査分析レポート」 を公表して

います。

TSCでは2020年2月に「NEDO総合指針

2020」を策定しました。総合指針の中で

は、2050年の未来を見据え、CO2削減に

大きな効果のある技術を総合的、客観

的に評価することなどを提唱しています。

また、2021年6月に「イノベーションの先

に目指すべき『豊かな未来』」を公表しま

した。本レポートでは、イノベーション活

動を推進していく上で「大切にすべき6つ

の価値軸」 と「実現すべき12の社会像」

をまとめました。

TSCは、政策的な重点分野を踏まえた活動を強化しており、政府における産業技術政策の企画・立案に貢献しています。

直近では、「グリーン・イノベーション戦略推進会議」（2020年7月～、経済産業省）、「グリーンイノベーション基金事業」（2021年3月～、

経済産業省）、「マテリアル革新力強化戦略」（2021年4月、内閣府）、「カーボンリサイクル技術ロードマップ」（2021年7月、経済産

業省）、「繊維技術ロードマップ」（2022年5月、経済産業省）などの政策立案に貢献しています。

What’s TSC?

Mission & Activities

Message

TSCは2014年の設立以来、国内外の産業技術やエネルギー・環境技

術動向の調査・分析を行い、日本としてどの技術分野に投資し、どのよ

うな研究開発に取り組んでいくべきかをまとめた技術戦略を策定してい

ます。経済産業省等の政府機関とも密に連携し、意義のある戦略を練り

上げていきたいと考えておりますので、ぜひ企業、大学等の皆様も忌憚

のないご意見をお聞かせください。今後もＴＳＣは日本の産業競争力強

化やエネルギー・地球環境問題の解決に貢献すべく、技術戦略策定や

各種調査・分析・発信活動を通じて、社会への責務を果たしていきます。

1952年、 東京都出身。 1982年、 東京工業大学工学博士、 1995
年から東京工業大学教授。 2012年同大学副学長、 2018年から
同大学名誉教授。 2020年4月から、 NEDO技術戦略研究センター
長に就任。

技術戦略研究センター長

TSC短信の
アクセスはこちら

TSC将来像の
アクセスはこちら

TSC技術戦略の
アクセスはこちら

コロナ禍後の社会変化と期待され
るイノベーション像 （2020年6月）

ウクライナ・ロシアレポート
-エネルギー資源、鉱物資源・希ガス、

デジタル・宇宙分野へのインパクト-
（2022年7月）

産業

ウクライナ侵略に関わる影響 全体像（イメージ）

・小麦、ヒマワリ油、肥料の輸出
減少
・食料価格の高騰、食料危機に
よる栄養不足

・ロシアを から締め出し
・資産凍結
・国際クレジットカードの対露停止

・“Self Sanction”
西側企業がロシアから撤退
対露デジタルサービスの停止

・ハイテク製品の輸出規制（米）

ロシアからの天然ガス供給
停止（ドイツ、ポーランド、
ブルガリア、フィンランド、オ
ランダ、デンマーク）

・エネルギー価格の高騰
・化石燃料（天然ガス、原油、
石炭）の脱ロシア依存

制裁 現場 影響

エネルギー

食料エネルギー

金融

デジタルエネルギー

・欧米、日本がロシア産化石燃料
の輸入禁止等

鉱物・希ガス

デジタル技術が戦闘・サイバー戦・
情報戦で果たす役割が拡大

デジタルネットワーク

国際機関

国際連合、 、
、国際司法裁判所

等

・ 活用、 遮断（露）
・デジタル義勇軍、サイバー攻撃
・宇宙、衛生通信
・仮想通貨等による軍資金獲得

・鉱物資源・希ガスの脱ロシア
依存

ロシアによる
報復制裁

「非友好的な行動」に
対する原材料の輸出
禁止

原材料

ロシアへの入国禁止

ロシアのウクライナ侵略

⇔
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グリーンイノベーション基金事業の基本方針（概要）

目的・概要1 目標2

経済産業省は、基金事業における支援対象、成果を最大化するための仕組み及び実施体制等、各研究開発分野に共通して適
用する事業実施に係る方針を「基本方針」として定める。事業の進捗を踏まえ、基本方針の内容は柔軟に見直す。

2050年カーボンニュートラルの実現に向け、NEDOに２兆円の基金を
造成し、野心的な目標にコミットする企業等に対して、10年間、研究
開発・実証から社会実装までを継続して支援

(プロジェクト単位)
野心的な2030年目標

（性能、コスト等）

 CO2削減効果
 経済波及効果

基金事業全体で横断的に
・国際競争力
・実用化段階(TRL等)
・民間投資誘発額

等の指標をモニタリング

実施体制5

支援対象3 成果最大化に向けた仕組み4

事業の流れ6

グリーン成長戦略において実行計画を策定している重点分野であり、政
策効果が大きく、社会実装までを見据えて長期間の継続支援が必要
な領域に重点化して支援

 従来の研究開発プロジェクトの平均規模（200億円）以上を目安
 国による支援が短期間で十分なプロジェクトは対象外
 社会実装までを担える、企業等の収益事業を行う者を主な実施主体

（中小・ベンチャー企業の参画を促進、大学・研究機関の参画も想定）
 国が委託するに足る革新的・基盤的な研究開発要素を含むことが必要

研究開発の成果を着実に社会実装へ繋げるため、企業等の経営者に対して、
長期的な経営課題として粘り強く取り組むことへのコミットメントを求める

（企業等の経営者に求める取組）

・応募時の長期事業戦略ビジョンの提出
・経営者によるWGへの出席・説明
・取組状況を示すマネジメントシートの提出

（コミットメントを高める仕組みの導入）

①取組状況が不十分な場合の事業中止・委託費
の一部返還等

②目標の達成度に応じて国がより多く負担できる制
度（インセンティブ措置）の導入

グリーンイノベーションプロジェクト部会
・「基本方針」の審議
・「分野別資金配分方針」の作成 等

分野別ワーキンググループ（ＷＧ）
・各プロジェクトの内容・規模等の審議
・各プロジェクトの取組状況の確認 等

経済産業省
・部会・WGの事務局
・基本方針の作成
・各プロジェクトの企画立案※2 等

NEDO
・資金の管理・運用
・公募・審査・検査・支払等にかかる事務
・専門家による技術・事業面の助言 等

※1 プロジェクトの2030年目標・研究開発項目・対象技術の成熟度（TRL等）・予算規模等を記載した計画書（素案をWGで審議）
※2 関係省庁のプロジェクト担当課室も含む

外部専門家の知見も取り入れ、関係機関が緊密に連携した、
透明性・実効性の高いガバナンス体制を構築

設置・
報告

基本方針案の
提示・審議

研究開発・社会実装計画※1

案の提示・審議

補助・
連携
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毎年 随時

グリーンイノベーション基金事業（2021年3月～、経済産業省） マテリアル革新力強化戦略（2021年4月、内閣府）

2014年の TSC 設立以降、2021年度ま

でに、延べ89分野で技術戦略を策定し、

128件の NEDO プロジェクト・先導研究

等の立案に活用されてきています。例

えば、「電子部品用ファインセラミクス分

野の技術戦略」 は、「次世代ファインセ

ラミックス製造プロセスの基盤構築・応

用開発」 のプロジェクト化に繋がってい

ます。2022年12月現在、51分野をHPで

『TSCForesight』として公開しています。

イノベーションの先に目指すべき『豊かな未来』（2021年6月）

「次世代ファインセラミックス製造プロセスの基盤
構築・応用開発」事業（2022年度～2026年度）

Column 重要な政策立案に貢献

社会の変化を敏に捉え、将来像 を描き、実行性のある提言を行う

NEDO総合指針2020（2020年2月） 『TSC Foresight』電子部品用ファインセラミクス
分野の技術戦略策定に向けて（2022年1月）

TSC短信
社会の潮流の変化に対し、 TSCが調査 ・ 分析を行った成果

をレポートにまとめ公開しています。

TSC 将来像
持続可能なよりよい社会づく りに向けて、 ＴＳＣの調査 ・

分析に基づき描く将来像やそ の実現に向けた指針をレポー

トにまとめ公表しています。

TSC技術戦略
重要技術分野について、 国内外の技術 ・ 産業 ・ 政策動向を踏まえたう

えで、 解決すべき社会課題や実現すべき将来像を設定し、 その解決に

向けた技術開発を含む実現手段についてレポートにまとめ公表しています。

https://www.nedo.go.jp/library/tsc_tanshin.html
https://www.nedo.go.jp/library/tsc_future.html
https://www.nedo.go.jp/library/foresight.html

